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AERA O 3 新 亜 種 , 1 MAL L RERE 2 種 に つい て 


村 山 修 一 ・ 下 野谷 豊 一 


Three new races, one akerrant form, and two unrecorded females of the 
Formosan butterflies. 


By Saou-rrr Murayama and Toyoxazu SHIMONOYA 


本 論文 の 材料 は すべ て 余 清 金 氏 の 提供 に 係る も る の で 同氏 に 厚く 御礼 申 上 げ る 次 第 で ある . 


Gonepteryx amintha meiyuanus ssp. nov. (Fig.1) タイ ワン ヤマ キチ ョ ツウ ( 新 亜 種 ) 
Holotype 1 6 Ase 32mm. Paratopotype 18,31mm., 台湾 省 眉 原 1, VH, 1962. 
ô : EE formosana に 似る が 小形 , MAREE, 前 後 贅 同様 に 黄色 , (ALAM IRV, Ha 
外縁 は 勿 歯 状 を 呈し , タイ ワン ヤマ キチ ョ ウ と タイ ワン ュ ヤ マキ チョ ウッ の 中 間 の 特色 を 具 え る . 本 亜 種 に つい て 
は 溝 口 修 氏 の 御 援助 を えた こと を 感謝 する . (下野 谷 所 蔵 ) 





Tacoraea cama zoroastres ab. pseudomelas nov. (Fig. 3 & 4) タイ ワン イチ モン ジ (KREM) 

Holotype 16 前 次 長 29mm., 20.1V.1952 (村山 所 蔵 ), Paratype 16, 30mm. VIII.1962 (下野 谷 所 蔵 ) 台湾 
AWEZE 

CAVES KITE L R104) p.67 に 村山 が 記載 し た ヤエヤマ イチ モン ジ の 黒 化 異常 型 weZzs と 同じ 傾向 の も の 
CHS. と とろ が その 後 こ こ に 記載 する Holotype の 標本 と 見 誤っ て 村山 は この melas は selenophora laela に 
JEF, cama zoroastres DIBA C HH & Me LR” 112) p.32 に 訂正 を 出し た . し か し これ は 失策 で 訂正 は 取消 
さる べく , melas は 始め の 記載 通り laela の 異常 型 で ある . さて この pseudomelas は 表面 前 次 中 室外 側 の 斜 百 
淀 は 小形 の 一 紋 の み 残 っ て 他 は 消失 , 玩 頂 近く の 樽 色 紋 も 殆 ん ど 消 失 , 後 閉 中 央 の 白 帯 も 内 縁 に 近い 半分 の み 残 
っ て 他 は 消失 , 裏面 前 次 中 室外 側 の 斜 白 淀 消失 , 後 次 中 央 及び 亜 外縁 の 白 帯 も 殆 ん ど 消え て 痕 放 の み 残 存する . 








Doleschallia bisaltide koshunensis ssp. nov (Fig.5 & 6) イワ サキ コノ ハハ (GHEE) 
Holotype, 18, 14. VII. 1962. 前 次 長 36mm., 台湾 省 恒 春 
ô : 沖縄 産 twasakit (Fig.7,8) に 似る が , 少し く 小 形 , 表面 前 後 次 と も 暗色 味 強く , 中 室 の 外 方 , ARIE 
する 棒 色 常 は 幅広 く , 之 に 反し て 第 4 SOR RIZE, BRIR IERE, と くに 前 縁 に 至る に 従い 一 
層 拡 大 する . 裏面 地 色 暗 褐 色 , (AL ARIK, 前 後 次 を 通じ 中 央 に 渡 厚 な 黒褐色 帯 あ り , それ より 内 側 
は 暗 褐色 を 呈す る . 本 種 は 今回 台湾 より 始め て 記録 され る も の で ある . (下野 谷 所 蔵 ) 





Euthalia thibetana uraiana ssp. nov. (Fig. 9 & 10) スギ タニ イチ モン ジ (北部 台湾 亜 種 ) 
Holotype,13,1. VII. 1962, 前 炊 長 42mm., Paratopotypes, 56 6, 20, VI 一 5. VIII. 1962, 前 次 長 38mm. 一 
42mm. FSA RK, 両 名 分 ち 所 蔵 
MEASTE insulae CLL AAA ATG, MMR, 後 超 肛 角 は それ ほど 失 ら ず , タカ サ ゴ イチ モン ジ の よう に 
麹 形 は 円 い . AM AAP RO MARINA <, こと に 第 2 室 紋 は 大 きい が , 第 1b 室 紋 は 輪 廊 不 明瞭 で 巾 狭 く な 
る 個体 も ある . 後 次 の 黄 白 淀 は 逢 に 幅広 く , 個体 に よっ て は タカ サ ゴ イチ モン ジ の それ の 如き も の も ある . BH 
の 白 常 も る 表面 の と 同様 に 広い 、 要 する に これ は スギ タニ イチ モン ジ の 北部 亜 種 で 鳥 来 地方 を 中 心 に 分 布 す る も の 
CHAD. その 玉 紋 は チベット に 産 す る E.alpherakyi monbeigi OssrrHUR に 甚だ 似 た と こと ころ が ある . 
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Fig.1 Gonepteryx amintha meiyuanus ssp. nov. 6 Length of forewing (LF): 32mm. 
Fig.2 Gonepteryx amintha yunnanensis 6 LF: 28mm. West China. 

Fig.3 Tacoraea cama zoroastres ab. pseudomelas nov. 6 LF : 29mm. 

Fig.4 Do. underside. 


Fig.5 Doleschallia bisaltide koshunensis ssp. nov. 6 LF : 36mm. Fig.6 Do. underside. 
Fig.7 Doleschallia bisaltide iwasakii Matsumura s LF : 39mm. Fig.8 Do. underside. 
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Fig.9 Euthalia thibetana uraiana ssp. nov. 8 LF: 42mm. 

Fig.10 Do. underside. 

Fig.11 Chrysozephyrus yuchingkinus Murayama et SmrwoNoyA @ LF: 17mm. 
Fig.12 Do. 8 LF: 16mm 

Fig.13 Do. underside of Fig. 11. Fig.14 Do. underside of Fig. 12. 
Fig.15 Iphiclides chungianus Murayama @ LF: 42mm. 
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Chrysozephyrus yuchingkinus Murayama et Sumonova @ (Fig.11 & 13) ホリ シャ ミド リ シ ジ ミ 雌 
Allotype, 1 $ , 18. VI. 1962, 前 麹 長 17mm., 台湾 省 南 投 県 一 里 鎮 見 晴 , TEAM 

この 年 に は 多数 の 本 種 が と れ た 模様 で 私 の 検 し た も の は Holotype 以外 2 @ @28 8 で ある . 8 (Fig.12, 14) 
TIEL S は 千 形 円 く 麹 表 は O 型 , ANRO GEUR, 裏面 測 褐 色 , EARRA S DECH, 後部 は 完 
全 な V 字 で な く , 第 3 室 で や や 線 に 食い 違い を 生ずる . 外縁 の 白 鱗 帯 も 非常 に 顕著 で ある , 6 OWK E 
体 に あっ て は , 肉眼 で も 玩 表 基部 近い 一 帯 に 顕著 な 緑色 鱗 の 散布 を 認め る と と が 出来 る . 尾 状 突起 は 8 ? と も 順 
SEV. 因みに ホリ シャ ミド リ , ノウ ュ ウ ミド リ , ムシ ャ ミド リ の 3 種 は 非常 に 近似 し た グル ー プ で , その 判別 
は 日 本 の ハヤ シ , ヒロ オビ の グル ー プ 以上 に デリ ケー ト な も の が あり , ゲニ タリ ア に よる 区 別 は 余り 役に立た な 
い . 











Iphiclides chungianus Murayama @ (Fig.15) タカ ネ ア ゲ ハ (モク セイ アゲ へ ハハ) Wt 
Allotype ,19,10.V.1962, 4E 42mm., 台湾 省 鳥 来 
NAM e SMI < BA, REWER MY, 亜 外縁 の 淡 灰 色 帯 は さら に 巾 広く , FRASIER, TRI 
の 灰白色 帯 は 貼 広 く , 第 8 室 中 央 の 細い 黒 帯 の 外側 の 椅 色 鱗 は 一 層 明 瞭 , 裏面 も 同様 で ある . RAKIM ORY. 


























Résumé 

In the present paper, we describe two new Nymphalid, one new Pierid subspecies, two unrecorded 
Lycaenid and Papilio female of the Formosan Rhopalocera; Gonepteryx amintha meiyuanus nov. is 
the intermediate form between amintha formosana and mahaguru taiwana, namely forewing of 
upperside being not orange, but yellow as hindwing. Outer margin of hindwing is somewhat dentate 
as taiwana. Tacoraea cama xoroastres ab. pseudomelas nov. is the nigrescent form, corresponding 
to T.selenophora laela ab. melas Murayama. In “Työ to Ga” Vol. XI, pt.2, p. 32, I corrected that melas 
is not the aberrant form of Zaela, but one of zoroastres. However, this correction is error, so it is 
still right that melas belongs to Zaela. Doleschallia bisaltide is recorded at first in this time, from 
Formosa, and distinguished as the new race koshunensis, from ssp. iwasakii of Okinawa, in having 
broader costal band on forewing of upperside, and darkish brown inner half area on both wings of 
underside. Euthalia thibetana uraiana ssp.nov. which is northern race of Formosa, has more round 
wings and broader central band on both wings of upperside than ssp. insulae Horr. The female 
of Chrysozephyrus yuchingkinus Murayama et Suimonoya recorded at first here, is O-form. Its white 
band on both wings as well as white scaled marginal band of underside, are more distinct than the 
male. Tails of both sexes are much long. The first female of Iphiclides chungianus Murayama is 
recorded here, the wings are more round and larger, marginal as well as submarginal band of 


both wings much broader than the male 


追記 Fig. 2 に 図示 し た G. amintha yunnanensis に つい て 少し く 証 楼 を 加え て お きた い . この 亜 種 は か つ 
て Danie, 氏 の 御 好意 に より 2 3838 を 頂い た も の で , ザイ ツ に は 出 て お ら ず , 私 自身 充分 に 文献 的 研究 を し て い 
な い が , 少く も 日 本 人 に は 未 紹介 と 思う の で 写真 を 掲げ た . 著しく formosana LYS < THIRD RM 
だ 顕著 な の に 反し , 後 女 の 突出 は 極め て 弱く , 球形 は スジ ボソ ヤマ キチ ョ ツウ に 近い , 後 次 表面 の 黄 佐 の 地 色 は 方 
向 に よっ て 艇 光 様 の 光沢 を 発する 特異 な も の で ある . メコン 川上 流 , 2500m の 高地 , BHA. Weihsi で 6 月 
採れ た 標本 で ある . 

















NII-Electronic Library Service 


